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広
告

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

「成人みんなで盛り上がりたい！」
　来年1月11日に平成27年勝山市成人式が開催され
ます。その中でアトラクションや新成人のつどいの
コーナーなどを毎年新成人で組織する勝山市成人式
実行委員会が担当しています。今回の委員長を岩佐
さんが務めています。
　岩佐さんは中学・高校時代に生徒会役員をしてい
た経験から、今回の実行委員会にも抵抗なく参加で
きたそうです。「グイグイ引っ張っていくタイプでは
ないので、メンバーのサポート役としてがんばりま
す。」とのことですが、「福井市などと比べると、新
成人の数は少ないですが、その分全員で交流して、
僕らの代が一番盛り上がるといいなと思います。」と
話しました。

平成27年勝山市成人式実行委員会
委員長　岩佐 宥太郎 さん（20）

＝荒土町伊波＝

和気あいあいと準備を進める
実行委員会のメンバーたち
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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算） 平成26年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
26
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注）予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
　　 を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
56.0%

26.5%

29.7%

39.7%

0.0%

43.7%

22.4%

100.0%

61.1%

40.1%

39.2%

42.3%

19.1%

16.1%

89.8%

81.5%

0.0%

126.1%

3.7%

0.0%

37.2%

16億4,627万円

3,954万円

267万円

357万円

0万円

1億4,558万円

605万円

593万円

23億2,147万円

173万円

7,459万円

3,846万円

4億6,656万円

1億5,769万円

1,822万円

244万円

0万円

4億4,488万円

2,015万円

0万円

53億9,580万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

1億7,392万円

23億7,921万円

37億4,436万円

5億8,812万円

1億2,533万円

6億865万円

6億9,285万円

28億1,003万円

3億4,058万円

17億9,091万円

4,212万円

11億4,423万円

5,000万円

400万円

144億9,431万円

52.8%

41.1%

35.2%

21.7%

90.5%

18.6%

52.1%

15.4%

44.9%

34.3%

23.5%

46.4%

0.0%

0.0%

33.4%

9,189万円

9億7,703万円

13億1,947万円

1億2,764万円

1億1,347万円

1億1,303万円

3億6,064万円

4億3,282万円

1億5,303万円

6億1,444万円

991万円

5億3,134万円

0万円

0万円

48億4,471万円

特別会計予算の執行状況

29億3,758万円

1億4,900万円

900万円

900万円

280万円

3億3,300万円

2,700万円

593万円

37億9,758万円

430万円

1億9,005万円

9,085万円

24億4,192万円

9億7,840万円

2,029万円

300万円

6億1,462万円

3億5,268万円

5億5,115万円

19億7,616万円

144億9,431万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 4,578万円 985万円 1,856万円
下 水 道 事 業 13億2,876万円 1億9,639万円 6億 739万円
簡 易 水 道 事 業 1億1,622万円 321万円 2,513万円
国 民 健 康 保 険 28億8,925万円 12億3,444万円 11億5,976万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億1,218万円 1億 893万円 1億1,223万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 28億 716万円 10億9,250万円 11億8,203万円
介護サービス事業勘定 1,420万円 537万円 362万円

農業集落排水事業 1億5,031万円 1,532万円 6,246万円
市 有 林 造 成 事 業 3,209万円 4万円 1,268万円
特 別 会 計 合 計 76億9,595万円 26億6,605万円 31億8,386万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 29億3,758万円
収入済額 16億4,627万円

13億 35万円
5億 873万円
12億2,678万円
8億7,461万円
6,107万円
6,027万円

1億7,102万円
8,674万円
3,238万円
1,307万円

1億4,598万円
1億 285万円

現　在　高
101億9,251万円
56億4,150万円

8,143万円
15億3,544万円

4,232万円
174億9,320万円

会　　　計　　　名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業
合　　　　計

市債の状況

特
別
会
計

　また、現在高101億9,251万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
10億8,523万円
20億7,876万円
5億 155万円
3億7,336万円
3億7,994万円
3億7,303万円
2億8,480万円
51億1,584万円
101億9,251万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.0％以下
～4.0％以下
～5.0％以下

現在高（一般会計分）
52億6,507万円
44億2,831万円
4億2,090万円
6,760万円
1,063万円

割　合
51.7%
43.4%
4.1%
0.7%
0.1%

　市債は、市が大型事業を実施するために国などから資
金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、その年度に
使う経費はその年度でまかなうのが原則ですが、公共施
設の建設などには、一時的に多額の費用がかかること、将
来の世代にわたって利用されることなどから、財源の不足
を補い、年度間の財政負担を平準化し、次の世代にも費用
を負担してもらうことで世代間の負担を公平にする効果が
あります。市では、市債の中でもなるべく普通交付税とし
て後年度に国から財源措置される市債の借り入れを行うこ
ととしており、災害復旧事業や総合的な経済対策事業など
に充てています。9月末現在の残高は101億9,251万円
（前年同月末比8.8%の増）となっていますが、そのうち
64.7%にあたる65億9,316万円が普通交付税として後年
度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について
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水道メーター

除
雪
作
業
員
の募

集
と
ご
紹
介

　

市
で
は
除
雪
作
業
（
主
に
雪
下

ろ
し
作
業
）
を
有
料
で
行
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
、
そ
の
情

報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
依
頼
し
た
い
方
は

そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

緊
急
患
者
の
搬
送
支
援

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
か
ら
県
立

病
院
ま
で
の
道
路
は
、
積
雪
５
㎝

で
除
雪
車
を
出
動
さ
せ
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
な
ど
の

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成

　

市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該
当

す
る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
本
紙
７
ペ
ー
ジ
参
照

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
破
損
し
、

漏
水
す
る
事
故
が
多
発
す
る
冬
期

間
は
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◆ 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
場
所
を
確
認

し
、
除
雪
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

（
漏
水
し
た
場
合
は
、水
道
メ
ー

タ
ー
横
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め

て
水
を
止
め
ま
す
）

◆ 

屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
は
防
寒

し
ま
し
ょ
う

◆ 

長
期
不
在
に
さ
れ
る
場
合
は
、

給
水
中
止
の
手
続
き
を
と
る

か
、
水
道
メ
ー
タ
ー
横
に
あ
る

止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い

◆ 

漏
水
し
た
場
合
は
、
早
急
に
指

定
給
水
工
事
事
業
者
に
修
繕
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い

• 大雪警報などが発表されたときは、外出を
控える

• 除雪の妨げになるため、路上駐車はしない

• マイカーを控え、公共交通機関を利用する

• 融雪のために水道水を使うことは控える

• 排雪された道路への雪の投げ入れはしない

• 地域ぐるみで除排雪を行う

• 屋根雪下ろしでの転落事故や、除雪機械に
よる事故に注意する

• 防火水槽や用水路付近の除排雪を行う

• 開いた投雪口（グレーチングなど）には必
ず赤旗などを立てる

雪に対するルールとマナーを守りましょう

雪まもな
く
冬
本
番
。
雪
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、

雪
に
負
け
な
い
暮
ら
し
を
！

水道メーター

に
備
え
る
！

　下記のとおり雪捨て場所を指定します。常時
ではなく積雪の状況により開設を行いますの
で、市ホームページをご覧いただくか、建設課
までお問い合わせください。
①勝 山 橋　　九頭竜川上流（右岸）
　　　　　　　立石線つきあたり
②滝波新橋　　滝波川上流（左岸）
③荒 鹿 橋　　九頭竜川下流（左岸）
④天 王 橋　　岩屋川下流（左岸）

雪捨て場の開設についてお問い合わせ先

■水路の雪詰まり
　　消防署 ☎88 ｰ 0400
■道路の除雪
　　建設課（市民会館2階） ☎88 ｰ 8107
■除雪作業員の登録・紹介
　　総務課（市役所2階） ☎88 ｰ 1116
■屋根雪下ろしの助成金
　　健康長寿課（すこやか内） ☎87 ｰ 0888
■水道関係
　　上下水道課（市民会館2階） ☎88 ｰ 8109
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平
成
27
年
度
・
28
年
度

勝
山
市
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請

お
よ
び
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
に
つ
い
て

勝
山
市
競
争
入
札
等
参
加

資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
・
28
年
度
に
お
い

て
、
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

工
事
関
係
委
託
、
そ
の
他
委
託
、

物
品
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
、

指
名
競
争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約

に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

と
お
り
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
記
載
事
項
を
ご
確
認
の
上
、

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※ 

少
額
の
発
注
に
つ
い
て
も
、
入

札
参
加
資
格
登
録
業
者
へ
発
注

す
る
の
で
、
必
ず
競
争
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
10
万
円

未
満
の
そ
の
他
委
託
、
物
品
等

お
よ
び
小
規
模
修
繕
の
場
合
は

適
用
除
外
）

申
請
区
分
▼
次
の
４
つ

①
建
設
工
事

　

建
設
業
法
に
規
定
す
る
28
業
種

②
工
事
関
係
委
託

測
量
、
土
木
関
係
コ
ン
サ
ル
、

建
築
関
係
コ
ン
サ
ル
、
地
質
調

査
、
補
償
コ
ン
サ
ル

③
そ
の
他
委
託

清
掃
、
警
備
、
設
備
保
守
、
廃

棄
物
処
理
、
調
査
、
検
査
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
等

④
物
品
等

文
具
・
医
療
薬
品
、
印
刷
製
本
、

写
真
、
電
気
機
器
、
消
防
機
器
、

機
械
器
具
、
車
両
類
、
燃
料
、

繊
維
・
被
服
、
日
用
品
、
装
飾
、

看
板
、
楽
器
・
運
動
具　

他

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
に
つ
い
て

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕

契
約
の
う
ち
、
内
容
が
軽
易
で
か

つ
少
額
な
修
繕
契
約
を
希
望
す
る

市
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
者

の
受
注
機
会
を
拡
大
し
ま
す
の

で
、
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
記

載
事
項
等
を
ご
確
認
の
上
、
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
区
分
▼
次
の
２
つ

①
建
築
関
係

金
属
製
工
作
物
修
繕
、
木
製
造

作
修
繕
、
木
製
工
作
物
・
建
具

修
繕
、
左
官
修
繕
、
石
修
繕
、

屋
根
修
繕
、
溶
接
修
繕
、
板
金

修
繕
、
ガ
ラ
ス
・
金
属
製
建
具

修
繕
、
塗
装
修
繕
、
防
水
修
繕
、

壁
・
天
井
、
床
、
カ
ー
テ
ン
修

繕
、
畳
修
繕

②
設
備
関
係

電
気
設
備
修
繕
、
空
調
設
備
修

繕
、
給
水
設
備
修
繕
、
排
水
・

衛
生
設
備
修
繕
、
ガ
ス
給
湯
設

備
修
繕
、
消
防
設
備
修
繕

申
請
方
法
に
つ
い
て

申
請
期
間
▼
12
月
11
日
㈭
〜

平
成
27
年
１
月
30
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
を
除
く

申 

請
方
法
▼
申
請
書
等
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
総
務
課
ま
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
市
外
業

者
は
郵
送
可
）

そ 

の
他
▼
申
請
要
領
お
よ
び
様
式

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
総
務

課
で
配
布
（
有
料
）
し
ま
す

http://w
w
w
.city.

katsuyam
a.fukui.jp/

申
・
問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

店
舗
の
新
規
出
店
・
改
修
を
応
援
し
ま
す
！

店
舗
の
新
規
出
店
・
改
修
を
応
援
し
ま
す
！

お
も
て
な
し
商
業
施
設

活
性
化
促
進
事
業
補
助
金

対 

象
者
▼
市
が
定
め
る
区
域
内
に

お
い
て
、『
お
も
て
な
し
商
業

施
設
』
を
新
築
ま
た
は
改
修
し

よ
う
と
す
る
事
業
主
（
新
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
が
必
要
）

※ 

区
域
、
要
件
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

『
お
も
て
な
し
商
業
施
設
』

　

観
光
客
や
市
民
が
利
用
で

き
る
、
お
土
産
や
食
料
品
、
衣

類
な
ど
の
販
売
店
、
飲
食
店

（
酒
場
な
ど
は
除
く
）、
宿
泊

施
設
な
ど
で
す
。

※ 

大
型
商
業
施
設
内
の
テ
ナ
ン

ト
や
チ
ェ
ー
ン
店
は
除
く

補
助
率
▼

店
舗
新
築
・
改
修
な
ど
の
工
事
費

　

３
分
の
２
以
内

（
上
限
４
０
０
万
円
）

※ 

総
事
業
費
が
２
０
０
万
円
以
上

で
あ
り
、
う
ち
外
観
工
事
費
が

４
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と

※
他
の
補
助
金
と
の
併
用
不
可

事
業
実
施
期
間
▼

　

平
成
26
年
度
〜
平
成
28
年
度

※
１
事
業
者
あ
た
り
１
回
限
り

商
業
施
設

出
店
促
進
事
業
補
助
金

対 

象
者
▼
市
内
で
商
業
施
設
を
出

店
し
営
業
し
よ
う
と
す
る
新
規

の
事
業
主
ま
た
は
新
分
野
で
新

た
に
商
業
施
設
を
出
店
し
営
業

し
よ
う
と
す
る
事
業
主

※
チ
ェ
ー
ン
店
は
除
く

※ 

景
観
形
成
地
区
に
お
い
て
は

「
勝
山
市
歴
史
的
ま
ち
な
み
景

観
創
出
事
業
」
を
併
用

補
助
率
▼

店
舗
改
修
な
ど
の
工
事
費

　

２
分
の
１
以
内

（
上
限
２
０
０
万
円
）

土
地
ま
た
は
建
物
の
賃
借
料

　

２
分
の
１
以
内（上

限
月
５
万
円
）

※ 

開
業
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て

36
ヶ
月
間

問　

商
工
振
興
課
（
市
役
所
２
階
）　

☎
88
‐
８
１
０
５

　
　

勝
山
商
工
会
議
所　

☎
88
‐
０
４
６
３

　どちらの補助
金も、工事着工
前に申請が必要
です。また、商
工会議所などの
指導や推薦が必
要となります。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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平
成
平
成
2626
年
度
年
度
「
市
長
へ
の
手
紙
」
ご
紹
介

「
市
長
へ
の
手
紙
」
ご
紹
介

　

９
月
に
募
集
し
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
寄
せ
ら
れ
た
内
容
と
そ
の
回
答
で
す
。

◆
水
路
の
フ
タ
に
つ
い
て

　

近
所
の
道
路
の
側
溝
が
冬
に
な
る
と
除
雪
に

よ
り
詰
ま
っ
て
道
路
に
水
が
流
れ
る
。
通
学
路
で

も
あ
り
、水
路
の
フ
タ
が
な
い
箇
所
が
あ
る
た
め
、

非
常
に
危
険
で
あ
る
。

【
回
答
】　

区
か
ら
も
要
望
が
あ
り
、
現
在
一
部
で

改
修
工
事
中
で
す
。
フ
タ
付
き
の
側
溝
に
改
修
し

て
い
く
年
次
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
バ
ス
路
線
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
通
院
な
ど
の
た
め
、
市
街
地
に
バ
ス

停
を
増
や
せ
な
い
か
。

【
回
答
】　

来
年
の
バ
ス
交
通
の
改
変
に
つ
い
て
地

区
説
明
会
を
実
施
中
で
す
。「
ぐ
る
り
ん
」の
ル
ー

ト
、
バ
ス
停
の
見
直
し
も
来
年
度
に
向
け
て
行
う

予
定
で
す
が
制
約
も
多
い
た
め
、
で
き
る
範
囲
内

で
利
便
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
な
高
齢
者
を
増
や
す
た
め
の
提
案

　

料
理
教
室
な
ど
を
通
じ
て
健
康
な
高
齢
者
を

増
や
す
こ
と
で
、
医
寮
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障

費
を
抑
制
し
、
地
域
経
済
も
活
性
化
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

【
回
答
】　

高
齢
者
の
料
理
教
室
な
ど
は
市
の
健
康

づ
く
り
事
業
や
公
民
館
事
業
な
ど
で
提
案
し
て
い

き
ま
す
。各
種
文
化
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
を
広
報
紙
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
都
会
か
ら
の
高
齢
移
住
者
の
呼
び
込
み

に
向
け
て
、様
々
な
機
会
を
捉
え
つ
つ
、市
が
行
っ

て
い
る
高
齢
者
向
け
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

◆
市
役
所
職
員
に
つ
い
て

• 

市
職
員
の
あ
い
さ
つ
が
、
課
に
よ
っ
て
差
が
あ

る
• 

市
職
員
が
市
民
会
館
予
約
で
、
不
必
要
で
も

全
館
予
約
し
て
あ
る
な
ど
、
不
適
切
な
も
の

が
あ
る

• 

市
民
会
館
ホ
ー
ル
非
常
口
の
扉
が
壊
れ
て
い

る
【
回
答
】
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
は
職
員
に
対
し
喚

起
、
督
励
を
行
い
、
研
修
も
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
施
設
予
約
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
部
屋
の
み
、
必
要
な
時
間
だ
け
予
約
す
る
こ

と
を
周
知
徹
底
し
ま
す
。
市
民
会
館
ホ
ー
ル
非
常

口
の
扉
に
つ
い
て
は
修
繕
済
み
で
す
。

◆ 

旧
松
文
女
子
寮
に
つ
い
て
、
横
倉
―
小
松
間
の

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、
百
田
尚
樹
氏
の
講
演
会

に
つ
い
て

【
回
答
】　

旧
松
文
女
子
寮
の
移
設
・
保
存
な
ど
に

つ
い
て
は
、
経
費
な
ど
の
問
題
か
ら
も
研
究
・
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
道
４
１
６
号
の
整
備
に
つ
い
て
は
当
市
と
小

松
市
で
協
力
し
な
が
ら
両
県
へ
要
望
し
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
百
田
尚
樹
氏
講
演
に
つ
い
て
は
、
講
演

会
の
講
師
選
定
の
際
に
検
討
し
ま
す
。

平成26年度全国学校保健研究大会
学校安全ボランティア活動奨励賞受賞
　11月６日㈭に石川県立音楽堂で開催された見
出しの大会で、児童の登下校を見守る市民団体
「マイタウン・かっちゃま子ども見守り隊」が文
部科学省の学校安全ボランティア活動奨励賞を
受賞され、市長に報告を行いました。

第32回福井県交通安全県民大会
福井県知事表彰受賞

　11月４日㈫に敦賀市プラザ萬象で開催された
見出しの大会で、勝山市から２名の方が、交通
安全功労者として福井県知事表彰を受賞されま
した。

帰山　清孝さん（67）＝郡町１＝

山内　剛三さん（74）＝鹿谷町保田＝
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冷
蔵
庫
内
の
分
か
り
や
す
い

場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

緊急通報システム

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を

支
援
し
ま
す
！

支
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

よ
り
安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）
☎
87
‐
０
８
８
８  

　

生
活
を
援
助

　

買
い
物
や
掃
除
、
調
理
、
玄
関

前
の
除
雪
な
ど
を
手
助
け
し
ま

す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
（
た
だ
し
、
除
雪
援

助
は
要
支
援
以
上
の
認
定
を
受

け
た
方
が
い
る
世
帯
に
限
る
）

費　

用
▼
１
回
（
１
時
間
）

２
０
０
円

※ 

除
雪
援
助
は
３
０
０
円
（
一
冬

期
間
６
回
以
内
）

　

緊
急
時
に
備
え
る

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
（
日
中

の
み
高
齢
者
世
帯
も
含
む
）
に
、

無
料
で
救
急
キ
ッ
ト
（
自
宅
で
の

緊
急
時
に
、
救
急
隊
に
医
療
情
報

な
ど
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
）

を
配
布
し
ま
す
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

　

病
弱
な
た
め
に
緊
急
時
の
対
応

が
困
難
な
世
帯
に
、
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
（
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ル
）
を

設
置
し
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
な
ど
で
、
要
援
護
者

と
し
て
市
の
名
簿
（
福
祉
票
）

に
登
載
さ
れ
て
い
る
方
の
世
帯

費 　

用
▼
無
料
（
た
だ
し
通
話
料

は
自
己
負
担
）

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
を

通
し
た
見
守
り

　

調
理
な
ど
が
困
難
な
方
に
、
健

康
な
ど
を
考
慮
し
た
食
事
を
配
達

し
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の

名
簿
（
福
祉
票
）
に
登
載
さ
れ

て
い
る
方

費　

用
▼
１
食
２
１
０
円

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

屋
根
雪
下
ろ
し
の
助
成

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど

で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の
名
簿

（
福
祉
票
）
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、

か
つ
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
な

ど
、
市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該

当
す
る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

な
お
、
助
成
を
受
け
る
に
は
事
前

登
録
が
必
要
で
す
。

助
成
金
▼
１
回
に
つ
き８

０
０
０
円

※ 

一
冬
期
間
２
回
以
内
、
地
区
に

よ
っ
て
は
４
回
以
内

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
、

障
害
者
控
除
の
認
定

　

12
月
31
日
現
在
で
介
護
保
険
の

要
支
援
２
ま
た
は
要
介
護
１
〜
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
障

害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
１
月
下
旬

に「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

障
害
者
控
除
の
区
分
▼

•
要
支
援
２
、
要
介
護
１
・
２

↓
障
害
者
控
除

•
要
介
護
３
〜
５

↓
特
別
障
害
者
控
除

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

■
株
式
会
社
橋
本
薬
局
よ
り

マ
イ
バ
ッ
ク
を
寄
付

　

マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
に
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
橋
本
薬
局
よ
り
マ
イ

バ
ッ
ク
２
０
０
個
を
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
内
へ
の
転
入
者
に

市
民
課
窓
口
で
無
料
配
布
し
、
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
越
前
信
用
金
庫
よ
り
寄
付

　

越
前
信
用
金
庫
の
西
野
浩
一
理

事
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、「
環
境
保

全
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、

38
万
円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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■
特
定
保
健
指
導
と
は
？

　

特
定
保
健
指
導
と
は
、
特
定
健

康
診
査
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
を

発
症
す
る
お
そ
れ
が
高
い
方
に
対

し
て
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の

取
り
組
み
を
継
続
的
に
行
え
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
保
健
師
と

管
理
栄
養
士
が
訪
問
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
方
は
、
内
臓
脂

肪
が
蓄
積
し
て
い
る
恐
れ
が
あ

り
、
血
圧
・
血
糖
が
高
く
な
っ
た

り
、
血
中
の
脂
質
異
常
を
起
こ
し

た
り
し
て
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中

な
ど
を
起
こ
し
や
す
い
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
指
導
内
容
は
？

　

無
理
な
く
内
臓
脂
肪
を
減
ら
せ

る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活

に
合
わ
せ
て
サ
ポ
ー
ト
し
、
食
事

の
方
法
や
手
軽
に
で
き
る
運
動
な

ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
自
分
の
お
体
・
ご
家
族
の
た

め
に
も
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

健
康
を
守
る
３
要
素
は「
運
動
」

「
食
事
」「
休
養
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
少

し
冬
場
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

・
食
事
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
は
イ
ベ
ン
ト
が
多
く

食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

必
要
以
上
に
食
べ
物
を
買
い
す

ぎ
な
い
、
目
に
付
く
所
に
食
べ
物

を
置
か
な
い
な
ど
の
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
運
動
に
つ
い
て

　

毎
日
少
し
で
い
い
の
で
、
体
を

動
か
す
機
会
を
増
や
し
、「
食
べ

た
ら
動
く
」を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

階
段
を
使
う
よ
う
に
す
る
、
駐
車

場
で
は
車
を
遠
く
に
止
め
る
な

ど
、
生
活
の
中
で
体
を
動
か
す
視

点
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
雪
か
き
は

全
身
運
動
で
、
非
常
に
良
い
運
動

で
す
。

・
休
養
に
つ
い
て

　

休
養
は
健
康
の
潜
在
能
力
を
高

め
ま
す
。毎
日
同
じ
時
刻
に
起
き
、

日
中
は
活
動
的
に
過
ご
す
こ
と
で

上
手
に
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

寝
る
前
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
の
刺
激
物
を
避
け

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
特
定
保
健
指
導
の
効
果

　

平
成
24
年
度
に
特
定
保
健
指
導

を
利
用
し
た
結
果
、
平
成
25
年
度

の
特
定
健
診
で
体
重
が
減
少
し
た

方
は
約
７
割
で
し
た
。
特
定
保
健

指
導
が
減
量
に
効
果
的
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
健
康
へ
の
第
一
歩

　

ま
ず
は
、
体
重
・
歩
数
を
毎
日

同
じ
時
間
帯
に
記
録
し
、
ご
自
分

の
状
態
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
食
事
や
運
動
内
容
を

一
緒
に
メ
モ
す
る
こ
と
で
、
生
活

の
振
り
返
り
が
で
き
ま
す
。

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
0
8
8
8

特
定
健
診
で
指
摘
を
受
け
た
ら
、

特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

H24特定保健指導結果

■体重減少　■体重増加　■未受診

31人
67％

11人
24％

4人
9％

　

特
定
健
診
は
自
分
の
体
の
状
態

を
知
る
良
い
機
会
と
思
い
毎
年
受

け
て
い
ま
す
。
も
し
異
常
が
あ
っ

た
時
に
、
早
く
見
つ
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

【
利
用
の
き
っ
か
け
と
効
果
】

　

２
年
前
に
市
の
特
定
健
診
を
受

け
た
際
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
で
あ
る
と
指
摘
を
受

け
、
特
定
保
健
指
導
に
誘
わ
れ
ま

し
た
。

　

運
動
や
食
事
に
つ
い
て
計
画
を

立
て
て
取
り
組
み
、
１
年
間
で
５

㎏
の
減
量
と
、
検
査
数
値
を
基
準

値
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
重
の
増
加
に
よ
り
膝

痛
が
悪
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
減

量
し
た
こ
と
で
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

山
岸　

利
和
さ
ん
（
64
）

＝
野
向
町
聖
丸
＝

【
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
】

　

膝
へ
の
負
担
が
少
な
い
運
動
と

し
て
、
毎
日
自
転
車
で
の
犬
の
散

歩
と
、
週
２
回
プ
ー
ル
で
の
運
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操

も
全
身
を
使
う
運
動
と
し
て
効
果

が
あ
る
の
で
、毎
朝
行
っ
て
い
ま
す
。

　

食
事
は
、
先
に
千
切
り
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
の
サ
ラ
ダ
を
食
べ
る
こ
と

と
、
１
口
30
回
噛
む
こ
と
で
食
べ

過
ぎ
を
予
防
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
や
食
事
の
取
り
組
み
を
継

続
で
き
て
い
る
の
は
、
妻
と
一
緒

に
楽
し
ん
で
取
り
組
め
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

【
今
後
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
】

　

冬
場
は
体
重
が
増
え
や
す
い
の

で
、
間
食
を
控
え
、
朝
晩
体
重
を

測
定
し
、
１
日
の
振
り
返
り
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山岸さんの検査結果の推移
項目 H24 H25

体重（kg） 70.2　 → 　65.2
腹囲（cm） 92.0　 → 　83.0
ＬＤＬコレステ
ロール（mg/dl） 133　 → 　112

中性脂肪（mg/dl） 195　 → 　121
血圧（mmHg） 144/86 → 130/84

特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
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　高額療養費制度の改正により70歳未満の方
の自己負担限度額の区分が細分化されます。そ
れに伴い、平成27年1月から使用する国民健康
保険の限度額適用認定証（または限度額適用・
標準負担額減額認定証）の区分表記が変わりま
すので、お持ちの方は更新の手続きをお願いし
ます。

◆更新手続きが必要な方 ⇒ 70歳未満の方
　70～ 74歳の方で限度額適用・標準負担額減
額認定証をお持ちの方は更新の手続きは不要で
す。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

　国内にお住まいの20歳以上60歳未満の方は、国
民年金に加入することが義務付けられています。
●どんな時に国民年金に加入するの？
①20歳になったら（厚生・共済年金加入者を除く）
　※ 国民年金加入手続きの通知は、誕生日月の前月に

日本年金機構よりご本人様宛に届きます
②仕事をやめたとき
③配偶者の扶養から外れたとき

●国民年金（基礎年金）は暮らしを支えます！
　老齢基礎年金は老後の生活を、障害基礎年金
は病気やケガで障害を負った方の生活を、遺族
基礎年金は加入者が亡くなったときに子のある
妻または、子の生活をそれぞれ支えてくれます。

● 平成26年度の国民年金保険料は月額15,250円
　保険料はまとめて先払い（前納）することで
割引される制度や、納付が困難な方のために納
付猶予・免除制度もありますので、ご相談くだ
さい。

　60歳を過ぎた方でも、国民年金に加入し
て、基礎年金額を増やすことができる場合があり
ます。
●任意加入できる方
　60歳到達時に下記条件を満たす方

　なお、加入できる期間は、60歳の誕生日の前
日から65歳の誕生日月の前月末までです。
例）昭和29年12月12日生まれの方
　　平成26年12月11日～平成31年11月30日
　※納付方法は口座振替が原則となっております

年金の加入記録が確認できます！
　これまでの年金加入記録などが確認でき
る「ねんきんネット」をご利用ください。

平成27年1月から高額療養費制度が変わります平成27年1月から高額療養費制度が変わります

国民年金加入の国民年金加入の
手続きをお忘れなく！手続きをお忘れなく！

任意加入制度を任意加入制度を
ご存知ですか？ご存知ですか？

国
保

年
金

問　市民課（市役所1階） （☎88－8102）

問　市民課 国保年金G（市役所１階）☎88 ｰ 8102
　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516

20～ 59歳
の方へ

60～ 64歳
の方へ

（納付月数と免除・猶予月数の合計が480月より少ない）

保険料を
納めた月数

免除・猶予を
受けた月数 ＜480月

～70歳未満の方は限度額適用認定証の更新手続きが必要です～

～平成27年1月からの区分（70歳未満の方）～

区分 所得要件 限度額（3回目まで） 限度額
(4回目以降)

ア 旧ただし書所得※901万円超 252,600円+
(総医療費－842,000円)×1% 140,100円

イ 旧ただし書所得
600万円～ 901万円以下

167,400円+
(総医療費－558,000円)×1% 93,000円

ウ 旧ただし書所得
210万円～ 600万円以下

80,100円+
(総医療費－267,000円)×1% 44,400円

エ 旧ただし書所得210万円以下 57,600 円 44,400円

オ 住民税非課税 35,400 円 24,600円
※旧ただし書所得とは総所得金額などから基礎控除額（33万円）を差し引いた額です。

広報かつやま12月号 №721 　　 8

ことばの贈り物ことばの贈り物
“ありがとうメッセージ”“ありがとうメッセージ”

入賞作品発表入賞作品発表
　身近な暮らしの中で感じた“感謝の気持ち”や“伝
えたい思いなどを、39（サンキュー）文字以内で
表した「ありがとうメッセージ」を募集したところ、
1,104点の応募がありました。その中から選ばれた
優秀賞作品と入選者をご紹介します。

（順不同、敬称略）

●教育会館ロビー 12月10日㈬～平成27年1月13日㈫
●勝山サンプラザ 平成27年1月15日㈭～ 2月2日㈪
●市立図書館 平成27年2月4日㈬～ 3月3日㈫
●北陸銀行勝山支店 平成27年3月5日㈭～ 3月19日㈭

山内　悠生（成器西小1）
木村　圭太（成器西小1）
廣瀬　桜輝（村岡小2）
吉田　龍真（鹿谷小2）
立壁　真菜（成器西小3）
清水　春衣（鹿谷小3）
小林　昊祐（成器南3）
山内　柊人（北郷小4）
三屋光太郎（成器南4）
佐々木弥法（成器西小5）

天立　　潤（成器南小5）
細野　りえ（野向小5）
廣瀬　　翼（成器南小6）
石塚　悠生（荒土小6）
斎藤　　藍（勝山南部中1）
島田　瑞希（勝山南部中1）
嶋田真由子（勝山北部中2）
黒瀬　玲凱（勝山北部中2）
横山　綺乃（勝山南部中3）
小林　聖弥（勝山北部中3）

入　選

問　未来創造課
　　（市役所２階）

☎88 ｰ 1115

平成26年度　人権啓発活動 地方委託事業

ママへ
だいすきっていつもいってくれるで、べんきょ
うもうんどうもがんばれるよ。

こうきより
（野向小学校１年　田中　皇己）

おじいちゃん、おばあちゃんへ
ぼくの話しをさいごまでえがおで聞いてくれ
る。そんなやさしい人にぼくもなりたい。

しゅんより
（村岡小学校２年　原田　駿）

お父さんへ
あせとあぶらのにおい　お父さんが帰ってき
たのがわかるよ。お仕事おつかれさま。

れいより
（村岡小学校４年　道上　玲依）

お母さんへ
出来なくてあきらめてた私に「あきらめなけ
ればきっとできる」とま法のじゅもん。

愛理より
（鹿谷小学校６年　飯田　愛理）

友達へ
毎日笑わせてくれてありがとう。あなたとい
ると笑いが止まらずお腹がいたいです。

暖也より
（勝山南部中学校２年　斎藤　暖也）

さくらへ
うざいくらい一緒にいてくれてありがとう。
あほまるだしのあなたが大好きです！

彩乃より
（勝山北部中学校３年　黒瀬　彩乃）

お日さまへ
いつもてらしてくれてありがとう。さみしい
時に元気がでるよ。雲さんに負けないでね。

時羽より
（北郷小学校３年　笠松　時羽）

お姉ちゃんへ
「ねぇねぇ、由樹ちゃん」その一言で楽しい会
話が始まるよ。お姉ちゃんありがとう。

由樹より
（三室小学校５年　松下　由樹）

お母さんへ
いつでも、どんな時も助けてくれた。「あきら
めないで」そんな気持ちが伝わってくる。

吉美より
（勝山中部中学校１年　中尾　吉美）

親友へ
居ると楽しくて話が合うだけは皆友達。でも
ね、駄目な所も言ってくれる君は私の親友。

ひなより
（勝山中部中学校３年　中山　比奈子）

ありがとうメッセージ入賞作品展示 （勝山北部中学
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

野
向
町
牛
ヶ
谷
集
落
に
は
、「
大お
お
み
ち
だ
に

道
谷

層そ
う

」
と
呼
ば
れ
る
恐
竜
時
代
末
期
の
地

層
が
露
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地
層
の

中
に
は
、
丸
い
円え
ん
れ
き礫
や
植
物
化
石
な
ど

が
多
く
含
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
円

礫
こ
そ
が
、
大
陸
か
ら
の
手
紙
「
オ
ー

ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。（
別
の
名
で
「
正せ
い
け
い
が
ん

珪
岩
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
）

● 

円
礫
に
つ
い
て

　

こ
の
円
礫
は
、
日
本
列
島
の
土
台
が

で
き
る
前
に
、
中
国
大
陸
で
「
砂
」
が

固
ま
り
「
石
」
に
な
っ
た
も
の
で
、
勝

山
が
大
陸
に
あ
っ
た
頃
、
河
川
に
よ
り

運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
か
つ
て
、

ア
ジ
ア
大
陸
と
日
本
列
島
が
陸
続
き
で

あ
っ
た
証
で
、
そ
の
形
成
年
代
は
約
５

億
年
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

円
礫
は
二
酸
化
珪
素
（SIO

₂

）
の
塊

で
あ
る
た
め
、
と
て
も
硬
く
ハ
ン
マ
ー

で
叩
い
て
も
簡
単
に
割
れ
な
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。

●
竜
谷
公
園
と
円
礫

　

こ
の
円
礫
と
深
い
関
係
が

あ
る
の
が
、
市
指
定
文
化
財

名
勝
の
野
向
町
竜
谷
公
園
に

あ
る
２
０
０
段
の
石
段
で
す
。

こ
の
石
段
は
、
牛
ヶ
谷
の
石

山
の
粟
石
を
切
り
出
し
て
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
、
石
段
の
一
部
に
は
、
こ
の
円

礫
が
入
っ
た
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
さ
に
、
竜
谷
公
園
は
大

地
と
地
域
の
歴
史
が
結
び
付
く
場
所
な

の
で
す
。

●
探
そ
う
!!
身
近
な
「
ジ
オ
」

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
歴
史
文
化
は
、

そ
の
地
域
の
大
地
の
成
り
立
ち
と
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
発
見
、
再
発
見
し
て
き
た
こ
の

よ
う
な
遺
産
を
科
学
的
な
見
地
か
ら
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
生
活
や
風
景
の
中

に
新
た
な
「
ジ
オ
」
が
発
見
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

－第６回－ 大陸からの手紙・野向町牛ヶ谷のオーソコーツァイト－第６回－ 大陸からの手紙・野向町牛ヶ谷のオーソコーツァイト

円礫が入る地層（野向町牛ヶ谷）

石段に含まれる円礫を探す様子
（野向公民館ジオツアーより）

12
月
エ
コ
協
通
信

　

今
回
よ
り
、
新
規
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
で
取
り
組
ま
れ
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ

く
り
勝
山
、
小
原
古
民
家
Ｄ
Ｅ
カ

フ
ェ
Ｆ
Ｕ
Ｔ
チ
ー
ム
、
白は
く
さ
ん山
麓ろ
く

僻へ
き
そ
ん村
塾
勝

山
校
実
行
委
員
会
の
３
団
体
で
す
。

●【
手
づ
く
り
市 

in 

ゆ
め
お
ー
れ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
勝
山

　

５
月
31
日
、
６
月
１
日
の
２
日
間
、
ゆ

め
お
ー
れ
広
場
を
会
場
に
手
づ
く
り
市
を

開
催
し
ま
し
た
。
市
内
は
も
と
よ
り
、
市

外
、
県
外
か
ら
も
ク
ラ
フ
ト
作
家
が
自
慢

の
一
品
を
持
ち
寄
っ
て
テ
ン
ト
市
を
開
き

ま
し
た
。
手
作
り
品
の
体
験
・
販
売
を
趣

味
と
す
る
方
々
に
出
店
を
呼
び
か
け
、
今

回
は
15
店
が
並
び
ま
し
た
。

　

よ
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
多
く

の
方
が
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。

●【
小
原
古
民
家
Ｄ
Ｅ
カ
フ
ェ
】

　
　
　
　

小
原
古
民
家
Ｄ
Ｅ
カ
フ
ェ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
チ
ー
ム

　

例
年
取
り
組
ん
で
い
る
古
民
家
修
復
に

加
え
、
新
た
に
福
井
工
業
大
学
生
で
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
民
家
を
喫
茶
店
風
に
整
備

し
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
な
ど
を
提
供
し
ま
し

た
。
８
月
13
日
か
ら
30
日
ま
で
開
催
し
約

１
０
０
人
近
く
の
来
客
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
客
様
か
ら
は
、

食
べ
物
が
ほ
し
い
と

い
う
声
が
多
か
っ
た

の
で
、
今
後
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
で
す
。

●【
新
た
な
出
会
い
と

　
　

心
の
豊
か
さ
を
育
む
人
材
育
成
事
業

「
白
山
麓
僻
村
塾 

勝
山
校
」】

白
山
麓
僻
村
塾
勝
山
校
実
行
委
員
会

　

８
月
30
日
に
朗
読
家
の
青
木
裕
子
さ
ん

を
迎
え
、
イ
ソ
ザ
キ
ホ
ー
ル
に
て
朗
読
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
朗
読
家
と
し
て
知
名

度
の
あ
る
青
木
さ
ん

と
福
井
に
ゆ
か
り
の

あ
る
水
上
勉
氏
の
作

品
と
い
う
こ
と
も
あ

り
市
内
外
よ
り
64
名

の
申
し
込
み
が
あ

り
、
大
変
好
評
で
し

た
。

問　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局　

☎
87
‐
１
０
１
１
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田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
報
告

田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
報
告

今
年
も
多
く
の
方
が
勝
山
市
を
訪
れ
、「
田
舎
暮
ら
し
」
を

体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
88
‐
８
１
０
６

■
住
み
込
み
で
お
手
伝
い

　　

市
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
田
舎

暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
都
会

か
ら
の
参
加
者
が
市
内
の
各
農
家

か
ら
食
事
と
宿
泊
先
の
提
供
を
受

け
て
、
農
作
業
な
ど
を
手
伝
う
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
と
連
携
し
て
都
市
圏
や
各
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
、
大
学
な
ど
へ
情
報
を

発
信
し
、現
在
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
日

本
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
セ
ン

タ
ー
）
や
京
都
産
業
大
学
、
福
井

工
業
大
学
な
ど
と
友
好
を
深
め
、

参
加
者
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
参
加
者
は
１
５
７
人
に

な
り
、
過
去
最
高
の
参
加
人
数
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
11
月
末
現

在
で
68
人
の
参
加
者
が
き
て
お

り
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
累
計
参

加
者
は
７
５
３
人
と
な
り
ま
し

た
。

■
参
加
者
に
つ
い
て

　　

今
年
の
参
加
者
は
、
女
性
の
学

生
が
多
く
、
と
て
も
や
る
気
が
あ

る
方
が
多
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

社
会
人
の
方
は
普
段
で
き
な
い
体

験
が
し
た
い
と
休
み
を
利
用
し
て

参
加
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
農
業
体
験

が
人
気
で
す
。
地
域
別
で
は
中
部

圏
の
参
加
者
が
多
い
で
す
が
、
北

は
埼
玉
県
、
南
は
山
口
県
か
ら
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
滞
在
期
間
は

２
泊
ま
で
の
短
期
間
の
参
加
が
多

い
で
す
が
、
長
期
休
暇
、
夏
休
み

を
利
用
し
た
長
期
間
の
参
加
も
あ

り
、
25
％
の
方
が
５
泊
以
上
滞
在

さ
れ
ま
し
た
。

　2泊3日ですごく内容の濃い体験をさせていただき
ました。このボランティアに参加して本当によかった
です。 （20代女性）

　今回は1泊しかできませんでしたが、いろんな作業
を手伝わせていただけて、来てよかったです。 

（10代女性）

　とても実りのある時間を過ごすことができました。
農家さんの優しさにいやされました。 （20代女性）

【参加者の声】

参加者の内訳（11月末現在）

性　別 人　数 年　代 人　数

男 31 10代 8

女 37 20代 47

計 68 30代 9

40代 4

職　業 人　数 計 68

社会人 22

学　生 43

その他 3

計 68

体験の内容 人　数

ジャージー牛のお世話 17

農家さんのお仕事 17

古民家の再生、登山道整備、地域
再生のお手伝い

29

耕作放棄地の再生 2

間伐体験、豪雪体験 2

フクジュソウ群生地の保全 1

計 68

※ 複数の内容を体験した方は、主に体験した
プログラムで集計しています

牛のお世話（平泉寺町小矢谷）

なすの収穫（平泉寺町大渡）

　市では、本事業の参加者の受け入れをし
たいという農家さんを募集しています。詳
しくは、下記までお問合せください。
問　農業政策課（市役所１階）
　　☎88 ｰ 8106
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七面鳥を焼いてみました！
■11月24日　すこやか

　国際交流サロンで、国際交流員のナンシーさんと
親子７組でサンクスギビング・デーの料理として七
面鳥の丸焼きとパンプキンパイなどを作りました。

新そば大人気！
■11月23・24日　越前大仏門前町

　越前大仏もんぜん市＆新そばまつりが開催されま
した。晴天にも恵まれ、大勢の人でにぎわいました。
新そばを求めて長い列ができていました。

お城で邦楽演奏会
■11月15日　勝山城博物館

　福井大学邦楽部の学生たちが勝山城博物館で邦楽
の演奏会を行いました。琴、三味線、尺八などの音
色が城内の雰囲気とマッチしていました。

ゆめおーれへ手作りパンフ寄贈
■11月14日　ゆめおーれ勝山

　成器西小学校6年生が、勝山市の魅力を紹介する6
種類のパンフレットを作成し、ゆめおーれ勝山へ繊
維の魅力を紹介するパンフレットを贈りました。

「
県
民
の
消
防
士
」
表
彰
に
有
馬
さ
ん

■
11
月
17
日　

福
井
テ
レ
ビ
本
社

　

第
16
回
「
県
民
の
消
防
士
」
表
彰
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、

勝
山
市
消
防
本
部
の
有
馬
雄
二
消
防
指
令
（
49
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

か
つ
や
ま
‘
の
ぞ
み
フ
ェ
ス
タ
’
開
催

■
11
月
30
日　

す
こ
や
か

　

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
‘
の
ぞ
み
フ
ェ

ス
タ
’
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
や
、
た
け
と
う
病
院
院
長
の
武
藤
寛
先
生

に
よ
る
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 有馬雄二消防司令（写真右）
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福井国体に向けて準備委員会設立
■11月４日　教育会館

　平成30年開催の福井国体と全国障害者スポーツ大
会に向けて勝山市準備委員会設立の総会が開催され
ました。今後準備が本格化していきます。

園児が防火パレード
■11月５日　元町２丁目

　秋の火災予防運動週間を前に、市消防本部が南幼
稚園と防火パレードを実施しました。園児42人と園
職員と保護者も参加しました。

「お城を描こう」入賞者表彰式
■11月９日　勝山城博物館

　第９回を迎えた「お城を描こう」作品展の入賞者
表彰式が行われました。今年は564点の応募があり、
115点の作品が入賞しました。

鯖の熟
な

れ鮨し仕込み始まる
■11月12日　北谷町

　この冬も鯖の熟れ鮨し作りが始まりました。今年
は2,100匹が漬け込まれ、予約販売と1月の年の市、
2月の勝山左義長まつりで販売されます。

せ
ん
い
ま
つ
り
開
催
さ
れ
る

■
11
月
９
日　

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

　

第
９
回
〝
せ
ん
い
ま
つ
り
〞
が
開
催
さ
れ
、
地
元
企
業
・
団
体

の
紹
介
や
製
品
な
ど
の
展
示
、
手
染
め
体
験
、
ロ
ー
プ
作
り
な

ど
繊
維
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
泉
寺
で
ヨ
シ
刈
り
を
実
施

■
11
月
5
日　

平
泉
寺
池
ケ
原
湿
原

　

平
泉
寺
小
学
校
の
児
童
23
人
が
、
池
ケ
原
湿
原
で
ヨ
シ

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ヨ
シ
を
使
っ
て
12
月
に
ヨ
シ
ズ
を

作
る
予
定
で
す
。
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東
野
蓮
照
寺
の
忠
魂
碑

　

北
郷
町
の
忠
魂
碑
は
東
野
区
の
道
路
脇
に
１

基
と
、
蓮
照
寺
境
内
に
１
基
建
て
ら
れ
て
い
る
。

前
者
は
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
忠
霊
塔
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
回
紹

介
す
る
の
は
後
者
の
忠
魂
碑
で
、
真
宗
大
谷
派

の
寺
院
で
あ
る
蓮
照
寺
境
内
に
建
ち
、
市
内
に

残
る
忠
魂
碑
と
し
て
は
最
も
古
い
。

　

は
じ
め
に
蓮
照
寺
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
荒

川
興
行
寺
は
本
願
寺
５
世
綽し
ゃ
く
に
ょ如
上
人
の
３
男

周
覚
に
よ
り
、
応
永
13
年
（
１
４
０
６
）
に
創

立
さ
れ
た
。
同
18
年
に
荒
川
村
（
現
永
平
寺
町

藤
巻
）に
移
り「
華け

蔵ぞ
う
か
く閣
」の
号
を
与
え
ら
れ
た
。

寛
正
元
年
（
１
４
６

０
）、
２
代
蓮
実
の

と
き
隠
居
所
と
し
て

東
野
に
移
転
、「
華

蔵
閣
」
と
称
し
た
が

後
に
蓮
照
寺
と
改
号

し
た
。
当
寺
に
は
本
願
寺
９
世
実
如
（
１
４
５

８
〜
１
５
２
５
）
が
東
野
殿
に
宛
て
た
書
状
や
、

天
正
10
年
（
１
５
８
２
）
の
豊
臣
秀
吉
禁
制
が

残
さ
れ
て
い
る
。

　

忠
魂
碑
は
日
露
戦
争
の
殉
難
者
の
勲
功
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
文
の
一
部
を

紹
介
す
る
。「
…
露
国
ト
宣
戦
大
詔
煥
発
セ
ラ

ル
ヤ
、
我
郷
ノ
忠
勇
親
愛
ナ
ル
軍
人
諸
士
ハ
、

各
其
赤
誠
ヲ
振
ヒ
奮
然
蹴
起
シ
満
州
ニ
渡
リ
、

険
路
嵭
嶇
ノ
艱
難
ヲ
嘗
メ
遂
ニ
難
攻
不
抜
ノ
旅

順
口
ヲ
陥
落
シ
…
」。
以
上
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
お
り
、
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に

な
ろ
う
。
ロ
シ
ア
に
対
し
宣
戦
布
告
の
詔
が
出

さ
れ
る
と
我
郷
の
若
者
は
国
を
愛
す
る
気
持
ち

か
ら
満
州
に
渡
っ
た
。
狭
く
て
険
し
い
山
道
の

苦
難
を
の
り
こ
え
、
難
攻
不
落
と
言
わ
れ
た
旅

順
口
を
攻
略
し
た
。

　

村
か
ら
は
98
名
が
出
征
し
第
９
師
団
に
配
属

さ
れ
た
。
碑
に
は
先
の
文
に
続
い
て
、
戦
死
お
よ

び
病
死
し
た
11
名
の
若
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。
当
時
村
長
で
あ
っ
た
石
川
石
松
を
建
設
委

員
長
に
、
建
設
委
員
と
し
て
笠
松
清
左
エ
門
・
稲

垣
新
右
エ
門
・
津
田
彦
左
衛
門
・
笠
松
平
左
エ
門

ら
９
人
の
協
力
で
碑
は
建
設
さ
れ
た
。
な
お
境

内
に
は
蓮
如
上
人
御
腰
掛
石
・
蓮
如
上
人
立
像

な
ど
が
建
ち
、
御
膳
井
戸
の
旧
蹟
も
残
る
。
鐘

楼
は
小
笠
原
勝
山
藩
主
の
寄
附
と
伝
え
ら
れ
る
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「真夜中のディズ
ニーで考えた働く
幸せ」

「歌えば魔女に
食べられる」

「羊を描く」
～水墨画年賀状、
描き順や筆づかいを

やさしく解説～
鎌田　洋／著
河出書房新社

大海　赫／作絵
復刊ドットコム

水墨画塾編集部／編
誠文堂新光社

　ディズニーの世界にあこがれ、期待に胸
をふくらませて東京ディズニーランドに入
社。ところが配属された先は…カストーディ
アル（掃除）だった！ディズニーで働きな
がら学んだ、仕事、人生、夢、幸せを考
えるためのヒントをつづる。

　スキー場の奥の、魔女のヤミが営んでいる
ペンションには、木の実の代わりに赤ん坊が
たくさんなるネンネの木がある。ヤミは赤ん坊
が大好物で、大きく育てて食べるのを楽しみ
にしていた。だが、赤ん坊たちは歌うのが大
好きで、世間にバレるのを心配したヤミは・・。

　２０１５年の干支である「羊」。水墨画、
日本画、イラストレーションなど、様々な
ジャンルで活躍する作家が描いた、水墨・
墨彩画の年賀状用作品を掲載。描き順や
筆づかいなど描き方もやさしく解説する。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年11月末 前年比

総件数 410件 －21件

人身事故
（うち高齢者）

41件
（6）

－2件
（－7）

死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

0人
（0）

傷　者 46人 －2人

物損事故 369件 －19件

12月の納税

10月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 11月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,877人 7 －17 －10 16 －15 1 11,868人 －9人
女 13,010人 5 －8 －3 16 －18 －2 13,005人 －5人
合　計 24,887人 12 －25 －13 32 －33 －1 24,873人 －14人
世帯数 8,072世帯 8,081世帯 9世帯

人口の動き

固定資産税▶第3期
納期限▶12月25日㈭　口座振替▶12月22日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪19
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勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

冬
季
の
交
通
事
故
防
止
と

飲
酒
運
転
の
根
絶

【
冬
季
の
交
通
事
故
防
止
】

　

冬
季
を
迎
え
重
大
交
通
事

故
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。（
過
去
5
年
に
お
け
る
市

内
の
月
別
死
亡
事
故
件
数
は
12

月
が
最
多
）

•
滑
り
や
す
い
場
所
の
把
握

ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
、
坂

道
、
橋
の
上
、
山
の
影
な
ど

•
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転

時
間
・
車
間
距
離
・
速
度
・

こ
こ
ろ
に
ゆ
と
り
を

•
急
が
つ
く
操
作
の
禁
止

急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、

急
ブ
レ
ー
キ
、
急
加
速

【
飲
酒
運
転
の
根
絶
】

　

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
時

期
で
す
。

　

絶
対
に
飲
酒
運
転
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

• 

飲
ん
だ
ら
車
を
運
転
し

な
い

• 

運
転
す
る
と
き
は
飲
ま

な
い

• 

運
転
す
る
人
に
飲
ま
せ

な
い

リ
ュ
ウ
ピ
ー
君
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
再
開
し

て
２
分
ほ
ど
経
つ
と
、
再
び
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
自
動
的
に
心
電
図
の

解
析
を
行
い
ま
す
の
で
、
音
声

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
っ
て
傷
病
者

か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。
以
後

は
、
４
〜
６
の
手
順
を
２
分
お

き
に
繰
り
返
し
、
救
急
隊
の
到

着
を
待
ち
ま
す
。

市
有
施
設
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
▼

市
役
所
本
庁
舎
、
市
民
会
館
、

教
育
会
館
、
す
こ
や
か
、
ま

ほ
ろ
ば
、
図
書
館
、
各
公
民

館
、
各
幼
稚
園
、
各
小
・
中

学
校
、
各
体
育
館
、
市
営
温

水
プ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
、
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
、
勤
労
婦
人
セ
ン

タ
ー
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
水
芭

蕉
、
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル

問 　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か

内
） 

☎
87
‐
０
８
８
８

Ａ
Ｅ
Ｄ
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
は
、
広
報
か
つ
や
ま
11
月
号
18
Ｐ
に
記
載

し
ま
し
た
救
急
蘇
生
法
と
併
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

パッドを取り出し、描
かれている装着位置を
確認してしっかり貼る

電気ショック完了後、
ただちに心臓マッサー
ジを再開する

ふたを開け、電源ボタ
ンを押す（自動的に電
源が入る機種もある）

充電完了後、誰も傷病
者に触れていないこと
を確認し、ボタンを押す

傷病者近くに置く（パッ
ドを貼るまで心臓マッ
サージは続ける）

解析中は、誰も傷病者
に触れないようにする

３
．
パ
ッ
ド
の
装
着

６
．
心
肺
蘇
生
の
再
開

２
．
電
源
の
投
入

５
．
電
気
シ
ョ
ッ
ク

１
．
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
準
備

４
．
心
電
図
の
解
析

緊
急
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の

緊
急
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の

登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

　

勝
山
市
緊
急
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

は
、
市
に
関
係
す
る
緊
急
情
報
を

登
録
者
へ
メ
ー
ル
配
信
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

豪
雨
や
暴
風
で
防
災
無
線
が
聞

き
取
り
づ
ら
い
状
況
で
も
緊
急
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

配 

信
内
容
▼
防
災
情
報
、
気
象
警

報
、
火
災
情
報
、
ク
マ
情
報
、

安
全
安
心
に
関
す
る
情
報

登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
▼

　

katsuyam
a@
entry.
m
ail-dpt.jp

　

空
メ
ー
ル
送
信
後
、
登
録
用
の

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の
で
、
そ
の

手
順
に
従
い
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

■
利
用
者
の
声

　

気
象
警
報
な
ど
の
情
報
が
早
く

メ
ー
ル
で
届
く
の
で
安
心
で
す
。

所
属
団
体
で
も
登
録
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

む
ろ
こ
女
性
の
会

リ
ー
ダ
ー　

村
上
千
惠
子
さ
ん


